











































































秋学期の名古屋校舎が l 、 2 年次生合わせて 50
名であったが、 2年度目の名古屋は初年度（ 1 年
46 
次生のみ 137名）より大幅減となった。両校舎で
の試験の実施内容と結果については、黒柳元副学
長が後述する。
以下本号では、今回のリレー講義で新たに構成
し実施された各講義（担当者変更分を含む）のう
ち、河野、因子、黒柳の各氏と私の分を、それぞ
れの担当者により報告することとする（初年度よ
りおよび初年度のみの講義の報告は、『愛知大学
史研究』創刊号の〔報告の部〕参照。また、 2008
年 3 月愛知大学一般教育研究室より刊行された
r一般教育論集』第34号収録の、太田明氏の「大
学史をどう語るか一一大学史講義案（2トーJ でも
2007年度の r大学史J 講義についてふれている
ので、併せて参照されたい）。
